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ま え が き

１ ９ ８ ７ 年 ３ 月

当 衛 生 研 究 所 が 核 実 験 に よ る 放 射 能 影 響 調 査 を 始 め て か ら ２ ５ 年 が 経 過 し ま し

た ． １ ９ ８ ０ 年 の 第 ２ ６ 回 中 国 核 実 験 以 後 は 大 気 圏 内 核 実 験 は 世 界 で は 行 わ れ て

い ま せ ん ． そ の た め 環 境 中 の 放 射 能 は 核 実 験 が 盛 ん に 行 わ れ て い た 時 期 に 比 べ 最

近 は 低 い レ ベ ル で し た ．

１ ９ ８ ６ 年 ４ 月 ２ ６ 日 に ， ソ ビ エ ト 連 邦 ウ ク ラ イ ナ 共 和 国 キ エ フ の チ ェ ル ノ ブ

イ リ 原 子 力 発 電 所 に お い て 大 規 模 な 事 故 が 起 き ま し た が ， 当 初 は ， 約 8000km離

れ た 日 本 に は 影 響 な い だ ろ う と 考 え て い ま し た ． し か し ５ 月 ３ 日 に 全 国 で 初 め て

当 衛 生 研 究 所 が ヨ ウ 素 ｰ 1 3 1 を 検 出 し ， そ れ に 続 い て 予 想 を 越 え た 大 き な 影 響 が 出

て き ま し た ． し か し 幸 い な こ と に 県 民 に 対 す る 被 爆 線 量 は 低 い も の で あ り ま し た ．

６ 月 ６ 日 に 調 査 体 制 を 平 常 に 戻 し ま し た ． こ の 期 間 に 多 数 の 試 料 を 測 定 し ， 貴 重

な デ ー タ が 得 ら れ ま し た ．

こ こ に 今 回 の 事 故 影 響 調 査 を 含 め た 一 年 間 の 調 査 結 果 を ま と め ま し た ． こ れ ら

の 調 査 が 円 滑 に 行 え た の は 所 員 の 努 力 ， 関 係 行 政 機 関 と の 緊 密 な 連 携 ，

県 民 各 位 の ご 理 解 と ご 協 力 の た ま も の と 深 く 感 謝 す る と と も に こ の 調 査 結 果 が 今

後 の 放 射 能 調 査 に 役 立 て ば 幸 い と 思 っ て い ま す ．

事 故 影 響 調 査 に お い て ， 緊 急 時 の 調 査 の あ り 方 に つ い て 様 々 の 教 訓 を 得 ま し た ．

こ の 経 験 が 再 び あ っ て は な ら な い こ と で す が ， 平 常 時 に 準 備 を し て お く 必 要 が あ

る と 思 い ま す ． 今 後 は 事 故 影 響 調 査 の 継 続 と ， ヨ ー ロ ッ パ 等 か ら の 輸 入 食 品 の 汚

染 調 査 に つ い て 行 う 必 要 が 考 え ら れ ま す ．

今 後 と も 関 係 各 位 の 一 層 の ご 指 導 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す ．

神 奈 川 県 衛 生 研 究 所 長

榊 原 高 尋
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１ ． は じ め に

４ 月 ２ ６ 日 に ， ソ 連 チ ェ ル ノ ブ イ リ （ C z e r n o b y l ） 原 子 力 発 電 所 に お い て 燃 料 棒

の 爆 発 を と も な う 大 事 故 が 発 生 し ， 長 半 減 期 ， 短 半 減 期 合 わ せ 約 ２ ～ ４ 億 Ｃ ｉ

（ ４ 月 ２ ６ 日 ） と 推 定 さ れ る 放 射 性 物 質 が 環 境 中 に 放 出 さ れ た ． こ の 放 射 性 物 質

が 近 隣 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 だ け で な く ， 北 半 球 全 域 に 拡 散 し 各 国 で 検 出 さ れ ， 日 本 に

お い て も ま た 各 地 で 検 出 さ れ た ． こ の 事 態 に 対 し ， 神 奈 川 県 で は 研 究 所 （ 衛 生 研

究 所 生 活 環 境 部 放 射 能 科 ） ， 行 政 （ 衛 生 部 環 境 衛 生 課 が 主 管 ） が 一 体 と な っ た 緊

急 時 調 査 体 制 を 組 み ， ４ 月 ２ ９ 日 か ら ６ 月 １ ０ 日 ま で 緊 急 時 調 査 を 実 施 し た ． 同

事 故 の 当 県 へ の 影 響 の 最 初 の 確 認 は ， ５ 月 ３ 日 １ ３ 時 ３ ０ 分 採 取 の 浮 遊 じ ん 中 に

で あ っ た ． そ の 後 の １ 月 余 り に わ た る 全 国 各 地 で の 調 査 と 汚 染 の 状 況 ， 混 乱 に つ

い て は す で に 周 知 の と お り で あ る ．

本 報 告 書 は ， 神 奈 川 県 内 に お い て １ ９ ８ ６ 年 １ 月 １ 日 か ら １ ９ ８ ６ 年 １ ２ 月 ３

１ 日 ま で の １ 年 間 に 調 査 ， 採 取 し た 試 料 に つ い て の 放 射 能 濃 度 ， 空 間 線 量 率 お よ

び ウ ラ ン 濃 度 に つ い て の 分 析 結 果 を ま と め た も の で あ る ． 当 然 ， チ ェ ル ノ ブ イ リ

事 故 関 係 の 調 査 結 果 が 大 半 を 占 め る こ と に な る が ， 例 年 の と お り １ 年 間 を 通 し て

ま と め ， 特 に 事 故 調 査 の た め の 項 目 は 設 け て い な い ． し か し ， 巻 末 に チ ェ ル ノ ブ

イ リ 事 故 に 関 し て 学 会 等 で 発 表 し た 抄 録 ， 雑 誌 へ の 投 稿 に つ い て ま と め て 再 録 し

て あ る ． １ 年 間 の 試 料 数 は ８ ０ ８ 試 料 ， 計 測 数 に し て 約 １ １ ０ ０ 件 に 及 ん だ ．

な お ， 以 上 の 調 査 は 科 学 技 術 庁 放 射 能 調 査 委 託 費 ， 県 食 品 衛 生 指 導 費 ， 衛 生 研

究 所 費 に よ っ た ．

ま た ， 当 所 で は ア メ リ カ 海 軍 横 須 賀 基 地 へ の 原 子 力 艦 船 の 寄 港 に 際 し ， 科 学 技

術 庁 ・ 横 須 賀 市 と 共 に 放 射 能 監 視 斑 （ 本 部 横 須 賀 市 役 所 内 ） に 参 加 し ， 原 子 力 艦

船 の 入 港 毎 に 放 射 能 監 視 を 行 っ て い る ． 原 子 力 艦 船 の 横 須 賀 基 地 へ の 入 港 回 数 は ，

３ ２ 回 ， 延 べ １ ６ ９ 日 で あ っ た ．



３ ． 分 析 方 法

1 ) 全 ベ ー タ 放 射 能 ： 「 全 ベ ー タ 放 射 能 測 定 法 」 科 学 技 術 庁 編 （ １ ９ ７ ６ ） に よ る ．

2) 核 種 分 析

ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー に よ り 行 う ． 試 料 の 調 製 は 下 記 の 方 法 に よ る ．

① 雨 水 ： 降 水 毎 に 定 時 （ ０ ９ 時 ） に 採 取 す る ． こ の 一 定 量 を 取 り ， ア ル カ リ

性 と し た 後 ， チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 添 加 ， 1 0 m l 程 度 ま で 加 熱 濃 縮 す る ． 冷

却 後 ， ア ク リ ル 樹 脂 製 容 器 （ 以 下 ， Ｕ － ８ と す る ） に 封 入 す る ．

② 雨 水 ち り ： 5 0 0 0 cm の 水 盤 に よ り １ カ 月 間 の 雨 水 ち り 等 の 降 下 物 を 採 取 す２

る ． 硝 酸 酸 性 と し た 後 ろ 過 す る ． 残 さ は 4 5 0 ℃ で 灰 化 し ， ろ 液 は 加 熱 濃 縮

し ， 両 者 を 合 わ せ て Ｕ － ８ 容 器 に 封 入 す る ．

③ 陸 水 ： 放 射 性 ヨ ウ 素

a . 硝 酸 銀 に よ り 塩 化 銀 を 生 成 し ， 放 射 性 ヨ ウ 素 を 共 沈 さ せ ， メ

ン ブ ラ ン フ ィ ル タ ー 上 に ろ 過 捕 集 す る ．

b . 陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 に ヨ ウ 化 物 イ オ ン を 吸 着 さ せ た 後 ， 樹 脂 を

Ｕ － ８ 容 器 に 封 入 す る ．

： 放 射 性 セ シ ウ ム

リ ン モ リ ブ デ ン 酸 に 吸 着 捕 集 し た 後 ， 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム で 溶 解

し Ｕ － ８ 容 器 に 封 入 す る ．

④ 海 水 ： 放 射 性 ヨ ウ 素

四 塩 化 炭 素 抽 出 － 塩 化 銀 共 沈 法 に よ り ガ ラ ス 繊 維 ろ 紙 上 に ろ 過

捕 集 す る ．

： 放 射 性 ル テ ニ ウ ム

「 放 射 性 ル テ ニ ウ ム 分 析 法 」 科 学 技 術 庁 編 （ １ ９ ７ ７ ） に よ る ．

⑤ 土 壌 ： 乾 燥 試 料 の 一 定 量 を Ｕ － ８ 容 器 に 封 入 す る ．

⑥ 牛 乳 ： 放 射 性 ヨ ウ 素

「 放 射 性 ヨ ウ 素 分 析 法 」 科 学 技 術 庁 編 （ １ ９ ７ ７ ） に よ る ．

： 放 射 性 セ シ ウ ム ， 放 射 性 ル テ ニ ウ ム 等

450 ℃ で 灰 化 し ， 一 定 量 （ 約 3 0 g 程 度 ） Ｕ － ８ 容 器 に 封 入 す る ．

⑦ 農 畜 産 物 ， 海 産 物 等

： 放 射 性 ヨ ウ 素

新 鮮 物 を 細 切 後 ， 一 定 量 （ 約 5 0 - 6 0 g ） を 採 取 し ， Ｕ － ８ 容 器



に 封 入 す る ．

： 放 射 性 セ シ ウ ム ， 放 射 性 ル テ ニ ウ ム 等

牛 乳 と 同 様 に 処 理 す る ．

⑧ 大 気 浮 遊 じ ん ： ハ イ ボ リ ュ ー ム エ ア ー サ ン プ ラ ー を 用 い ガ ラ ス 繊 維 ろ

紙 上 （ 東 洋 濾 紙 Ｇ Ｂ １ ０ ０ Ｒ ） に ろ 過 捕 集 し ， ろ 紙 を 直 径 5㎝

の 円 形 に 成 型 し て 試 料 と す る ．

3) ウ ラ ン の 定 量 方 法

① 河 川 水 ， 海 水 ： 懸 濁 物 を ろ 別 し た 後 ， 試 料 中 の ウ ラ ン を 水 酸 化 ア ル ミ

ニ ウ ム で 共 沈 捕 集 ， 酢 酸 エ チ ル で 抽 出 後 ア ル カ リ 融 解 （ 炭 酸 ナ

ト リ ウ ム ： 炭 酸 カ リ ウ ム ： フ ッ 化 ナ ト リ ウ ム ／ 9 1 ： 9 1 ： 1 8 ） し ，

固 体 け い 光 法 に よ り 定 量 す る ．

② 土 壌 ： 1 1 0 ℃ で 乾 燥 し た 後 ， 0 . 2 9 7 m m の ふ る い を 通 す ． 硝 酸 に よ り ウ

ラ ン を 抽 出 し ， 以 下 ， 河 川 水 ， 海 水 と 同 様 に 分 析 す る ．

③ 河 川 底 質 ， 海 底 堆 積 物 ： 0 . 2 9 7 m m の ふ る い を 通 し た 後 ， 凍 結 乾 燥 を 行

う ． 以 下 ， 土 壌 と 同 様 に 分 析 す る ．

④ 海 草 （ ワ カ メ ） ： 風 乾 後 ， 電 気 炉 中 5 0 0 ℃ で 灰 化 す る ． 以 下 ， 土 壌 と

同 様 に 分 析 す る ．

４ ． 計 測

1 ) ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー

ア プ テ ッ ク 製 Ｇ ｅ 半 導 体 検 出 器 （ 容 積 ： 5 5 m l ， 半 値 幅 ： 1 . 8 6 keV－

1 . 3 3 M e V ) を ニ ュ ー ク リ ア ・ デ ー タ 社 製 Ｎ Ｄ － ６ ６ 波 高 分 析 器 に 接 続 ．

2) 全 ベ ー タ 放 射 能 計 測

ア ロ カ 製 Ｊ Ｄ Ｃ － １ ５ １ 型 Ｇ Ｍ 自 動 計 測 装 置 ま た は ， Ｔ Ｄ Ｃ － ６ 型 計

測 装 置 ．

Ｇ Ｍ 管 は ア ロ カ 製 Ｇ Ｍ ２ ５ ０ ３ Ａ 型 （ 窓 厚 1 . 5 m g ･ c m ） お よ び Ｇ Ｍ－ ２

５ ０ ０ ４ （ 窓 厚 2 . 4 m g ･ c m ） ．－ ２

3 ) 空 間 線 量 率 の 測 定

ア ロ カ 製 Ｔ Ｃ Ｓ － １ ２ １ 型 Ｎ ａ Ｉ （ １ × １ ” Φ ） シ ン チ レ ー シ ョ ン ・

サ ー ベ イ メ ー タ ー ．



4 ) ウ ラ ン の 定 量

ア ロ カ 製 Ｆ Ｍ Ｔ － ４ 型 フ リ オ リ メ ー タ ー ．

5) カ リ ウ ム の 定 量

日 立 Ｆ Ｐ Ｆ － ２ 型 炎 光 光 度 計 も し く は Ｇ ｅ 半 導 体 検 出 器 ．

6) 検 出 限 界

個 々 の ピ ー ク 計 数 値 も し く は 全 計 数 値 が ， そ の 標 準 偏 差 の ３ 倍 を 超 え

る も の を 有 意 ， そ れ 以 下 の 値 を 検 出 限 界 以 下 と し Ｌ Ｔ Ｄ （ Les s than detec

t a b l e ） と 表 示 す る ．

ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー に お け る 検 出 限 界 は ， 計 測 時 間 や 試 料 の

処 理 法 ， 量 ， 形 態 な ど に 左 右 さ れ る ． 緊 急 時 の 場 合 は 多 数 の 試 料 を 迅 速 に 処

理 し 計 測 す る こ と が 要 求 さ れ る ． こ の 状 況 に 対 応 す る 上 で ， 初 期 サ ー ベ イ ラ

ン ス 本 来 の 目 的 を 損 な わ な い 範 囲 で 検 出 下 限 を 高 く 設 定 す る こ と も や む を え

な い ． そ の 結 果 以 下 に 示 す よ う に ， 平 常 時 と 緊 急 時 の 検 出 限 界 の 値 が 違 っ て

い る ．

各 試 料 に お け る Ｌ Ｔ Ｄ を 下 記 に 示 し す ．

① 全 ベ ー タ 計 測 の 検 出 限 界

試 料 名 Ｌ Ｔ Ｄ 単 位

雨 水 ５ ０ pCi/l

２月 間 降 下 量 １ ０ ０ ０ ０ μC i / k m

陸 水 ５ pCi/l

海 水 １ pCi/l

土 壌 ５ ０ ０ ０ pCi / k g

農 畜 産 物 ３ ０ ０ pCi / k g

海 産 物 ５ ０ ０ pCi / k g

３大 気 浮 遊 じ ん ０ ． ０ ７ pCi/m



② ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー の 検 出 限 界

試 料 名 緊 急 時 Ｌ Ｔ Ｄ 平 常 時 Ｌ Ｔ Ｄ 単 位

雨 水 ２ ０ ． ５ pCi/l

２月 間 降 下 量 － ２ μC i / k m

陸 水 ５ － pCi/l

海 水 １ ０ ０ － pCi/l

土 壌 ５ ０ － pCi / k g

農 畜 産 物 Ｉ １ ０ １ pCi / k g１ ３ １

〃 Cs等 ５ ０ ０ １ pCi / k g１ ３ ７

海 産 物 １ ０ ０ ０ １ pCi / k g

３大 気 浮 遊 じ ん ０ ． １ ０ ． ０ ０ ５ pCi/m

7 ) 灰 分

電 気 炉 で 4 5 0 ℃ ， 2 4 時 間 灰 化 し た 時 の 残 さ を 灰 分 と し た ．

５ ． 調 査 結 果

表 １ ～ １ ６ に チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 発 事 故 影 響 調 査 の 結 果 も 含 め た 県 内 一 般 環 境 に

お け る 放 射 能 （ 線 ） に つ い て の 分 析 結 果 を ， 表 １ ７ ～ ２ ２ に は 核 燃 料 加 工 施 設 周

辺 お よ び 対 照 地 域 の ウ ラ ン 濃 度 の 定 量 結 果 を ， ま た ， 表 ２ ３ に ア メ リ カ 海 軍 原 子

力 艦 船 の 横 須 賀 港 へ の 寄 港 の 記 録 を 示 し て あ る ．

① 環 境 放 射 能 （ 線 ） ： チ ェ ル ノ ブ イ リ 原 発 事 故 の 影 響 が お よ ぶ ５ 月 ２ 日 ま で は ，

ほ と ん ど 全 て の 試 料 に つ い て 昨 年 と 同 様 ， 各 核 種 濃 度 ・ 全 ベ ー タ 放 射 能 と も 検 出

限 界 以 下 で あ っ た ．

事 故 の 影 響 が 確 認 さ れ た ５ 月 ３ 日 以 降 は ， 緊 急 時 調 査 体 制 を 組 み 調 査 に 当 た っ

た ． 緊 急 調 査 体 制 時 で は 試 料 の 処 理 方 法 ， 検 出 限 界 の 設 定 な ど に 平 常 時 と は 異 な

る 部 分 が あ る ． １ 台 の ス ペ ク ト ロ メ ー タ ー で 出 来 る だ け 多 数 の 試 料 を 計 測 す る た

め 必 要 ぎ り ぎ り の 所 に 検 出 限 界 と 試 料 の 量 を 定 め ， そ れ ら か ら 計 測 時 間 （ 2 0 0 0 ～

5 0 0 0 秒 ） を 設 定 し た ． 検 出 限 界 の 詳 細 は ， ４ ． 6 ) 検 出 限 界 の 項 に 示 し て あ る ．

ま た ， 図 ２ ～ ５ に は ， そ れ ぞ れ ， ５ 月 ３ 日 採 取 の 雨 水 （ 図 ２ ， 塩 化 銀 共 沈 法 ） ，

５ 月 ３ 日 お よ び １ ９ 日 採 取 の 浮 遊 じ ん （ 図 ３ ， 図 ４ ） お よ び ５ 月 ７ 日 採 取 の ホ ウ



レ ン ソ ウ （ 図 ５ ） の ガ ン マ 線 ス ペ ク ト ル を 示 し て あ る ． ヨ ウ 素 - 1 3 1 ， セ シ ウ ム - 1

3 7 を 初 め 多 数 の 核 種 が 存 在 し て い る の が 分 か る ．

図 ６ に 空 間 線 量 率 の 推 移 を 示 す ． ５ 月 の 値 が か な り 高 い が ， そ の 要 因 の ほ と ん

ど が ヨ ウ 素 - 1 3 1 で あ っ た ．

② ウ ラ ン の 定 量 結 果 ： 試 料 数 ， 定 量 結 果 と も に 昨 年 と 変 わ り は な い ． 環 境 中 の ウ

ラ ン 濃 度 に 施 設 か ら の 寄 与 は 認 め ら れ な い ．

③ 原 子 力 艦 船 寄 港 時 調 査 ： 放 射 能 現 地 調 査 班 の 一 員 と し て ， 原 子 力 艦 船 寄 港 時 の

空 間 ガ ン マ 線 ， 水 中 ガ ン マ 線 お よ び 海 水 中 の ガ ン マ 線 放 出 核 種 の 調 査 に 参 加 し た ．

寄 港 時 調 査 の 結 果 は ， す べ て 平 常 値 の 範 囲 内 で あ っ た ．

６ ． 図 表





７ ． 学 会 発 表 等 抄 録
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